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中年世代夫婦の高齢期の生活設計の状況と課題

　　　　　　　　　　　　　　一大学生とその親の意識と実態から一
横浜国立大教育　　鈴　木　敏　子

　目的　現在40歳代、50歳代の中年層は、我が国が高齢社会になると予測されている21世

紀に高齢期を迎えるが、現在の高齢者とは異なった生活背景をもって生活を築いてきてお

り、高齢期の生活を設計するには新たな視点を必要とするであろう。一方、21世紀の高齢

社会の支え手となるのはその子どもたちである。そこで、中年世代の夫婦が、どのように

高齢期の生活設計について考えたり取り組み始めているか、またその子どもたちは親の老

後の生活や高齢化社会についてどのように考えているか、すなわち中年世代夫婦の高齢期

の生活設計の状況と課題について、親子両世代の目から明らかにする。

　方法　1991年11月下旬、横浜国立大学教育学部の家政学専攻および生活教育aースに所

属する１年生から４年生までの学生の親( 142名）を対象に、アンケート調査を郵送で実

施、133名から回答を得た（回収率93.7％）。一方その学生には1992年２月、大学の授業

などでアンケート調査を実施し、126名から回答を得た（回収率88.7％)。なお、そのう

ち親子双方の回答があり、夫妻がそろっている117ケースを分析する（分析率82.4％）。

　結果　調査対象家族の主な概要をみると、夫の平均年齢52.7歳、妻49.2歳、夫が雇用者

は67.5％、自営業と自由業で24.8％、子どもの平均人数2.31人、年収は800～1000万円未

満が27.4％、1000万円以上41.9％、持家率92.3％である。親世代は、老後生活について健

康と経済の面においてもっとも不安や関心をもっており、自由時間・余暇や人間関係に関

してはそれほどでもない。しかし後者についての問題もなくはないのであって、健康や経

済などの面とともに生活時間や人間関係・家族関係などの面をさらに意識的に組み込ん

で、高齢期の生活設計を総合的に考える必要のあることが示唆された。

2Aa-2 　　　　　定年退職後の女性の生活と意識　一教師の場合一

　　　　　福岡教育大　　　高橋久美子

　目的　老後の生活の充実は、中年期をいかに生きたかというごとと関係がある。定年ま

で勤め続ける女性は現状､ではまだ少ないが、将来は増加すると予想される。これまでなさ

れた研究では、ほとんどが男性の定年退職を問題にしている。しかし、職業が生活の中心

を占めている男性と家事や子育てと両立させなければならない女性では、退職の受けとめ

方や退職後の生活適応の問題は異なるのではないかと考えられる。定年まで勤め続ける女

性が比較的多い職種として教師をとりあげ、仕事へのとりくみ方、動め続けるうえでの困

難、退職の受けとめ方、老後の生活と意識などを男性と比較しながら検討した。

　方法　福岡県内居住の教員退職者のうち退職後o年以内という条件で、男女比４対６で

1000人を選びだし、1992年11月に調査用紙を郵送した, 712部回収したが、女性364人と

男性279人m歳以上で退職し勤続30年以上の者）を分析の対象とした。

　結果　長い在職期間には男性でも何度かやめたいと思った者が多く、仕事からの引退を

役割の喪失よりも解放と受けとめているが、生まれ変わりても教師になりたいという教職

志向も強い。教職志向や仕事による達成感は退職時の年齢や勤続年数と関連があり、女性

は男性以上に強く、退職後の生活満足度を規定する要因にもなっている。退職後は娯楽や

学習だけでなく地域活動や奉仕活動を通して、男女とも社会参加や能力発揮に積極的であ

る。信頼できる友人は仕事を通して得た場合が多く、男性以上に女性は親密な交際が続い

ている。老後の生活において活動性だけでなく自立意識も高い。女性の場合にはとくに、

定年までの継続就労によって得られた経済力に支えられているといえる。
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